


























































































































































































































































































































































山②尚存昔日之残形。登高馆③望之 , 北上川乃自南向北流去大河也。衣川④环绕和泉城 , 向
下奔入此大河。泰衡⑤等旧迹 , 隔衣关紧锁南部口 , 以防夷狄也。聚忠义之臣 , 坚守此城 ,
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千秋功名 ,化为一时碧草。国破山河在，城春草木深。脱笠而坐 ,不觉潸然泪下 ,久久不忍
离去。
夏草扶疏，将兵残梦难寻觅。




















































































































陸奧押領使之職 ,管領六郡。後為形勢所逼 ,不得不違背亡父遺囑 ,歸附源賴朝 ,於文
治五年（一一八九）閏四月三十日 , 夜襲義經於衣川館。但隨後賴朝即以藤原家曾經庇






















⑯原文 :「卯の花に 兼房みゆる 白毛かな」「兼房」即十郎權頭兼房。案 :「權頭」謂編制
外臨時官員之長。據《義經記》，兼房為大納言平時忠（一一二七— 一一八九）女兒之
「乳人」（監護人），女兒嫁與源義經時，兼房隨往而成義經家臣。義經流亡平泉，高館之


















志》: 「堂內盡金色 ,中構三壇，上各置佛像，壇下皆三代之屍也。左壇乃座基衡 ,右座
秀衡 ,前壇清衡也。」
㉑「三尊之佛」謂阿彌陀三尊。阿彌陀如來居中，左觀世音菩薩 ,右勢至菩薩。據《聞老
志》:「壇上佛像 , 中立者彌陀，……觀音、勢至 ,相並其前。多聞、持國兩立，六地藏
擁後。」可見光堂中所安佛像，不止「三尊」而已。
㉒佛家「七寶」,有不同說法。據《阿彌陀經》，則指金、銀、瑠璃、玻璃、硨磲、赤珠、







㉔「須臾」,原文「暫時」, 即佛家所謂「剎那」（Ksana）。人世千載 , 雖云長久 ,然較之
時間之永恆，不免短暫無常 ,千載遺物終將歸於虛 幻。





















































































































































































































































































































































































































































































































































注１ 拙稿「中国語訳『奥の細道』の比較研究」（1）、（2）、（3）（札幌大学総合論叢第 44号・46 号・48
号（2017年・2018 年・2019 年 10月）。
注２ 閻小妹は 1982 年黒竜江大学日本語学科を卒業。1989 年に東京都立大学人文科学研究科で博士
課程を修了。信州大学経済学部教授。専攻は日本近世文学、主に江戸時代における中国文学の
受容を研究。著書は『吾輩は猫である』（人民文学出版社）『東洋の思想』、『甘えの構造』『奥の
細道』の中国語訳など。陳力衛は 1982 年黒竜江大学日本語学科を卒業。 1984 年北京大学東語




（日本古典文学大系 46 巻、岩波書店）、『松尾芭蕉集』（日本古典文学全集 41 巻、小学館）及び
『新訂　奥の細道』（潁原退蔵、尾形仂校注、角川文庫）を参考。 2001 年の盛夏序には『奥の細
道』との出会いが書かれている。『奥の細道』に触れたのは、黒竜江大学三年の時であり、卒業
後 1987 年 10 月草加市で開催された「奥の細道」三百周年国際シンポジウムで、「松尾芭蕉と中
国文学」というテーマで発表したとある。
注３ 小林文夫氏「平泉前後の芭蕉」『連歌俳諧研究』三（俳文學會・昭和 27 年８月）
注４ 尾形仂著『おくのほそ道評釈』平成 13 年５月　角川書店。
注５ 注４参照。
注６ 曹元春氏「杜甫の『春望』と芭蕉」（第 13 回国際日本研究集会研究発表・平成元年 11 月初出・
『杜甫と芭蕉』白帝社・平成 12 年３月に収録）
注７ 曹氏は芭蕉はこの例の他にも杜甫の詩を一字変えて受容した例をあげている。
注８ 高春玲氏「『おくのほそ道』における漢詩の考察─平泉の章─」（『言語と文明』第 11 号 2013 年
３月麗澤大学大学院言語教育研究科）
追記　本稿は2019年度札幌大学研究助成金の成果の一つである。
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